
ＭＩＫＲＯＰＯＤＩＵＭとは、
マジャール語で小さな舞台のこと

1955年　ハンガリー生まれ

レナート・オンドラシュ
（Lenart Andras)

小さいときの私は、色んなものなりたかったです。

両親は先生だったので、もちろん先生になろうと思ったし、

電車を見れば、運転手になりたいと思いました。

飛行機を見れば、パイロットになりたいとも思いました。

私の最初の仕事は、木の彫刻家でした。

アマチュアの人形劇団と出会い、一緒に仕事をしました。

人形を作り、演じました。演出や舞台美術もしました。

大学で学生に教えることもしました。

長い間、私は人形たちのために生きてきました。

私は人形の力というものを信じています。私は上演中は話を

しません。ただ音楽とともに、人形を演じるだけです。観客

は人形が生きていると信じ、現実に動いていると考えます。

遊ぶこと（や演じること）を忘れてはいけません。

多くのユーモアがある生活が大事です。

死が訪れるまで微笑み、そして遊んで、遊んで、遊んでくだ

さい。

家でも、職場でも、街でも、車の中でも、どこででも、そし

てどんなものとでも遊ぶ事を忘れないでください。

遊びを忘れないことは、他の人への強い責任、思いやりとな

るのだと思うのです。

私は人々の、特に子ども達の悲しい顔が好きではありません。

皆さんが人形たちを好きで、子どもや大人のお話が好きだと

いいなと思います。

本を読みましょう。人形を作りに行きましょう。そして、人

形を舞台で演じてみましょう。

あなたは、人形劇を次の時代へとつなぎます。

遊び笑う。死を迎えるその時まで。それを忘れないで下さいね。

レナート・オンドラシュ氏の独特な人形と操作法によるひと

り人形芝居。街頭をメインの活動の場とする人形芝居として、

1995年に創立。

1995年にハンガリーのブダペストで行われた第17回

UNIMA( ウニマ＝国際人形劇連盟 )世界大会が最初の大きな

フェスティバルでの上演。

その後、ハンガリーでの上演はもとより、世界各国での上演

を重ねる。

「小さな人形」の可能性を探求するとともに、 ブダペスト国立

人形劇場のアンサンブルの一員としても活動を続けている。

大学在学中に人形劇を始め、プーク人形劇アカデミーで本格

的に人形劇を学ぶ。

1986年から10年間、人形劇団・空中分解で作・演出を中

心に活動。途中、人形劇を学ぶために4ヶ月間渡欧し、ヨー

ロッパの人形劇に触れる。

1990年、エツコ・ワールド創設にかかわり、ひとり人形劇

での全国巡演、人形劇の作・演出・ワークショップの他、海

外劇団の招聘公演などのプロデュースも行う。

2005年に『人形芝居　燕屋』として、演出とひとり人形芝

居の公演を中心に活動を始める。

翌年、信州・松本へ移転後、飯田市内の小中学校や県内の養

護学校での人形劇づくりに多数参加。

2009年にはチェコのプロによるこどものための国際人形劇

フェスティバル「マテジンカ’09」において演出・作の

「シアタートライアングル」が5歳以上部門のグランプリを

授賞。出演のチカパンと小川耕筰は最優秀演技賞のダブル受

賞となる。

2016年にはポーランドとの共同制作作品「四季《ポーラン

ド》」を演出し国際的評価を高める。以来、長野県内はもと

より、全国で人形劇の上演、演出・ワークショップなど多面

的な活動や長期入院中の病児への鑑賞機会の提供も長く続け

ている。

チケットのお申込みは
こちら
↓

チケット取扱い・申込み先

https://www.kodomo-net.jp
/20240127.html

9:30～

東京都出身

NPO法人日本ウニマ［国際人形劇連盟日本センター］副会長

／日本人形劇人協会会員／全国児童／青少年演劇協議会会員

／全国専門人形劇団協議会加盟（人形芝居燕屋として）

出演・作・演出・制作・海外劇団の招聘など、人形劇の領域

を国の内外を問わず幅広く経験。こども劇場・おやこ劇場・

幼稚園・保育園・学校・図書館・病院から神社仏閣教会・博

覧会・市民祭などのイベント会場、ビデオやテレビと幅広く

活動中。

くすのき燕

（広島産業文化センター内　2～3階）
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☆駐車場に限りがありますので、
　できるだけ公共交通機関を
　ご利用ください。



広島市南区民文化センター スタジオ
（広島市南区比治山本町 16-27)　

親子ペア 3,000 円

おとな 2,000 円
（当日券 2,200 円）

こども 1,500 円
（3才から有料　当日券 1,700 円））

対象：中学生以上 2,800 円
（小学生以下は入場不可　当日券 3,000 円）

主　

催

後　

援

〒733-0011広島市西区横川町2-3-1川崎ビル
Tel 082-231-8015   Fax 082-231-8014
E-mail  info@kodomo-net.jp   https://www.kodomo-net.jp

広島市南区民文化センター
（9:00-21:00 月曜休館 但し祝日は開館） 
Tel  082-251-4120

広島市教育委員会　中国新聞社　中国放送

広島テレビ　広島ホームテレビ　テレビ新広島

広島エフエム放送　ちゅピCOM

FMちゅーピー 76.6MHz
（公財）ひろしまこども夢財団

（9:30-　日曜月曜祝日休み）

13:30 開演 ( 開場１3:1５)

A stage （上演時間約９０分） 全自由席

17:00 開演 ( 開場１６:４５)

B stage （上演時間約６０分）　全自由席

令和5年度 広島市南区民文化センター 文化芸術支援事業

ミクロポディウム & 肩掛け人形芝居～ハンガリーと日本の人形劇  競演～

＆

＆

レナート・オンドラシュの

ミクロポディウム
（小さな劇場）

レナート・オンドラシュの

ミクロポディウム
（小さな劇場）

セリフは一切なく

クラシック音楽にのせて

小さなステージの上で

ユニークな人形たちが

精緻な人形操作の

テクニックによって

可憐に動きます。

CON ANIMAとはラテン語で感情移入 　
約 15分という短時間の中に
凝縮された深い詩想が感じ取れます

小さな箱庭のような砂地の中で
人形は何を探し何を見つけるのでしょう

ポーランド・ビエスコビアワ国際人形劇フェスティバル芸術監督賞
チェコ・プラハ国際人形劇フェスティバル最優秀芸術賞を受賞

2024 年 1月 27日 (土 )2024 年 1月 27日 (土 )

広島市補助事業 /

子どもコミュニティネット
ひろしまシアター事業


